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「
提
案
さ
れ
原
案
の
通
り
可
決
さ
　
の
予
算
総
額
は
一
千
四
百
九
牙

［
れ
た
。
な
お
今
回
の
追
加
更
正
五
万
四
千
円
と
な
っ
た
。

に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額
は
一
〇
議
案
第
五
十
五
号
　
昭
和
三

＝
億
一
千
七
万
三
千
余
円
と
な
　
十
七
卑
度
東
郷
村
国
民
健
康
保

一
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
険
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
謝
才

一
〇
議
案
第
五
十
四
号
　
昭
和
三
駈
詰
出
予
算
の
追
加
更
正

　

一
十
七
年
度
東
郷
村
国
瀬
踏
康
保
　
　
病
院
塩
屋
の
白
蟻
駆
除
外
営

議
会
報
告

　
本
村
議
会
定
例
会
は
九
月
二

十
六
日
午
前
十
時
に
招
集
さ
れ

会
期
三
日
間
に
亘
り
、
認
定
議

案
三
件
、
議
案
十
四
件
、
請
願

陳
情
四
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
そ
の
状
況
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

○
認
第
一
号

度
東
郷
村
才
入
溶
出
決
算
書

（一

ﾊ
会
計
）
認
定
に
つ
い
て

○
認
第
二
号
　
　
昭
和
一
二
十
六
年

昭
和
三
十
穴
年
一
〇
議
案
第
四
十
二
号

度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
事
業
r
得
す
る
た
め
の
議
案
で
、
原
案

勘
定
特
別
会
副
言
入
才
出
決
算
．
の
通
り
可
決
し
た
。
な
お
取
得

書
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
一
す
る
土
地
は
次
の
通
り
で
あ
る

一
で
原
案
通
り
可
決
し
た
。

○
議
案
第
四
十
一
号
　
農
林
水

産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
施

行
に
つ
い
て

　
鶴
之
内
白
浜
農
道
の
橋
梁
災

害
復
旧
事
業
を
施
行
す
る
議
案

｝
で
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
有
財

産
（
土
地
）
の
取
得
に
つ
い
て

　
村
営
住
宅
敷
地
及
び
坪
谷
中

　
学
校
の
敷
地
と
し
て
本
村
が
取

○
認
第
三
号
　
昭
和
三
十
六
年
」

度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
診
療
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

施
設
勘
定
特
別
会
計
妻
入
才
出

決
算
書
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
．

　
以
上
認
定
議
案
三
件
の
昭
和
「

㌫
麟
欝
欝
鍛
謬

審
議
の
結
果
原
案
の
通
り
認
定

可
決
し
た
。

○
議
案
第
四
十
号

資
金
の
起
債
に
つ
い
て

　
村
有
林
の
造
林
事
業
（
撫
育

村
営
住
宅
敷
地

大
字
山
陰
恥
部
江
野

　
　
地
積
　
＝
九
坪

大
字
坪
谷
字
本
村

　
　
地
積
　
五
九
八
坪

坪
谷
申
学
校
敷
地

大
字
山
陰
字
野
々
崎

　
　
地
積
　
三
〇
四
坪

た
に
分
収
条
件
を
設
定
し
、
又

羽
坂
生
産
森
林
組
合
そ
の
他
の

関
係
者
に
無
償
贈
与
す
る
議
案

で
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

○
議
案
第
四
十
四
号
　
村
有
財

産
（
土
地
）
の
処
分
に
つ
い
て

　
大
正
十
二
年
に
旧
児
洗
、
八

ツ
山
、
中
水
流
門
中
か
ら
提
供

さ
れ
た
条
件
付
統
一
地
に
つ
い

て
、
関
係
区
長
か
ら
関
係
者
へ

無
償
贈
与
方
申
し
出
が
あ
り
提

案
さ
れ
た
議
案
で
原
案
の
通
り

可
決
し
た
。

○
議
案
第
四
十
五
号
　
村
有
財

産
（
土
地
）
の
処
分
に
つ
い
て

　
旧
福
瀬
門
か
ら
提
供
さ
れ
た

条
件
付
統
一
地
の
一
部
を
工
業

用
水
施
設
用
地
と
し
て
、
宮
崎

県
に
有
償
譲
渡
し
、
譲
渡
代
金

は
部
落
有
財
産
統
一
の
趣
旨
を

尊
重
し
福
瀬
区
に
贈
与
す
る
議

案
で
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

○
議
案
第
四
十
六
号
　
村
有
財

一
険
事
業
勘
定
特
別
会
謝
直
入
才
一
繕
費
十
二
万
七
千
余
円
の
追
加
一
㈲
三
口
林
道
永
久
橋
架
橋
に
対
料
の
徴
収
・
保
険
給
付
の
決
定

出
予
算
の
追
加
更
正
に
つ
い
て
　
が
重
な
も
の
で
、
追
加
総
額
十
㎜
す
る
助
成
方
陳
情
及
び
、
ω
仲
・
が
通
常
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ
る
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
九
千
余
円
が
提
案
さ
れ
原

　
準
備
金
積
立
金
百
万
円
の
試

し
そ
の
管
理
を
部
落
に
委
ね
て
百
三
万
五
千
円
が
提
案
さ
れ
原
ゐ
回
の
嘉
に
よ
り
、
本
年
度

一
の
際
に
・
採
草
条
件
を
設
定
加
が
重
な
も
の
で
、
追
加
総
額
案
の
通
り
可
磐
れ
た
。
な
お

卿
弾
薬
魏
細
結
繕
懸
樋
次
ボ
騨
難
曲
解
鋸
奪

○
請
願
棟
情
“
　
　
　
　
　
　
一
と
が
緊
急
の
問
題
で
あ
る
。
　
一

　
　
へ

酬
襟
雛
繍
藩
羅
凱

難
銅
鐸
陳
情
の
通
つ
れ
麟
ポ
三
二
鍵
≒

深
消
防
基
本
群
群
立
木
の
買
い

上
げ
方
陳
情
は
、
審
議
の
結
果

農
林
部
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
継
続
審
議
と
決
定
し
た
。

の
で
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
紛
争
一

の
発
生
が
多
く
予
想
さ
れ
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
た
め
簡
便
、
迅
速
か
つ
三
一

用
を
か
け
ず
に
被
保
険
者
の
権
｛

一
利
の
下
垂
保
護
を
す
る
た
堕

一
に
独
任
制
の
審
査
官
と
会
議
三
一

の
審
査
会
制
度
が
設
け
ら
れ
で
　

い
る
。
通
常
の
場
合
は
こ
れ
ら

の
紛
争
は
裁
判
所
に
持
ち
込
ま

こ
の
運
動
は
す
べ
て
の
ド
鴇
一
壷
照
会
下
さ
る
と
よ
い
と
思
い

に
正
し
い
交
適

交
通
安
全
の
思
想
を
周
知
趣
2
そ
の
他
の
連
絡

あ
芳
と
一
ま
究

巌
紫
狽
齪
験
臨

め
、
次
の
通
り
条
件
を
改
訂
す
一

る
議
案
で
原
案
の
通
り
可
決
し
｝

こ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
改
訂
条
角

「
採
草
地
と
し
て
関
係
区
民
に

無
償
で
採
草
を
認
め
る
。
但
し

人
工
又
は
天
然
生
に
よ
る
立
木
一

を
処
分
し
た
と
き
は
、
収
入
高

の
百
分
の
九
十
七
を
関
係
区
の

所
得
と
し
百
分
の
三
を
村
の
所
一

得
と
す
る
。
尚
こ
の
条
件
は
永
｝

久
と
す
る
。
」

○
議
案
第
四
十
八
号
　
村
営
住

宅
の
設
置
に
つ
い
て

　
教
職
員
の
住
宅
事
情
を
緩
和

す
る
た
め
越
表
区
に
へ
き
地
学

校
教
職
員
住
宅
一
戸
を
設
置
す

は
な
や
か
に
咲
け
ど
も

な
に
か
さ
び
し
き
は

難
顛
の
花
の

性
に
か
あ
ら
む牧

　
水

「
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
西
ド

イ
ソ
の
毎
金
制
度
の
内
容
は
仕

「
組
み
と
し
て
は
恰
度
わ
が
国
の

．
公
務
員
年
金
制
度
と
同
じ
で
あ

一
る
が
た
だ
一
つ
違
う
点
は
国
民
　

所
得
の
上
昇
に
応
じ
て
常
に
ス

ラ
イ
ド
し
て
行
く
と
．
い
う
特
徴

一

己
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
道

甥
鵜
践
願
礪
丞

　
期
間
中
の
主
な
指
導
取
締

暴1
正
し
い
運
転
の
遵
守

2
正
し
い
歩
行
の
励
行

3
児
童
幼
児
の
安
全
の
確
保
「

4
雇
用
者
等
の
職
務
観
念
辺

鯉
自
彊
の
稀
㎝

6
踏
切
道
の
安
全
通
行
の
徹
一

底
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に

変
更
す
る
と
き
は
必
ず
農
業
委

員
会
へ
手
続
き
を
聞
い
て
知
事

の
許
可
を
受
け
て
下
さ
い
。
勝

手
に
用
途
を
変
更
す
る
と
罰
則

が
あ
り
ま
す
。
特
に
最
近
こ
の

一
方
の
調
査
が
厳
重
に
な
っ
て
お

皿
り
ま
す
の
で
申
添
え
ま
す
。

牧
水
二
心
選
歌

産
の
分
収
造
林
契
約
に
つ
い
て
一
る
議
案
で
原
案
の
通
り
可
決
し

一
　
村
有
林
、
大
字
下
三
ケ
岡
松
…
た
。

再
編
師
騨
鋲
鑑
購
騨
凱
碍

［
績
株
式
会
社
と
の
間
に
分
収
三
一
本
村
教
育
委
員
橋
口
武
志
氏

　
（
越
智
渓
水
遇
）

坪
谷
矢
野
千
代

一
草
を
食
む
緬
羊
は
み
な
う
つ
む

国
民
年
金
の
展
望
口

延
岡
社
会
保
険
出
張
所
業
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
○
議
案
第
四
十
ゴ
、
号
　
村
有
財
　
林
契
約
を
締
結
す
る
議
案
で
原
一
は
九
月
三
十
日
を
も
つ
て
任
期
・
の
ク
ル
ー
ノ
に
大
別
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
造
林
事
業
…
産
（
土
地
）
の
処
分
と
分
収
条
一
案
の
通
り
可
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
褥
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
δ
議
案
第
四
卜
七
号
村
有
地
－
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
大
正
十
二
年
頃
旧
羽
坑
門
か

事
業
）
資
金
に
充
当
す
る
た
め
「
ら
提
供
さ
れ
た
条
件
付
統
一
地
　
つ
い
て

農
林
漁
業
金
融
公
庫
か
ら
、
百
↓
に
つ
い
て
、
羽
坂
区
長
外
関
係
・
　
大
正
十
二
年
部
落
有
財
産
統

五
十
万
円
の
起
偵
を
な
す
議
案
，
者
か
ら
の
申
し
出
に
基
き
、
新

才
　
入

に
対
す
る
分
収
条
件
の
認
定
に
…
任
）
程
命
ず
る
肇
で
峯
を
発
し
て
い
る
．
公
費
を
対
窺
を
忠
と
し
た
公
務
員
の
逐
次
落
ち
て
い
く
違
い
が
あ
る

予
算
現
額
　
　
調

　
　
　
　
　
ロ
へ

九
一
、
ゼ
九
門
三
。
一

　
一
四
、
一
7
、
．
、
一
六
〇

定
額
　
　
収
入
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸
子
◎
将
来
の
国
民
年
金
ど
少
な
く
な
る
・

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
わ
が
国
の
矩
金
制
度
は
一
．
つ
る
謡
襲
艦
鶴
霧
箋
ポ
難
論
　
　
　
環
由
知
事
の
許
可
が
必
要

…が

棊
ｹ
す
畿
嚢
が
霧
　
給
一
饗
い
，
野
縁
急
潮
擁
遜
差
繰
　
　
晒
魏
議
励
㈱
縄
纏

　　　
T
購
羅
　
　
鰻
纏
　
欝
　
　
騰
撒
縫
鍵
　
　
　
灘
　

繍
難
羅
鰹
削
蕊
舗
眠
輪
講
麟
濾
劉
庶
無
熱
慰
撫
瑠
刷
難
晒
鰯

馳軌

ﾍ
齢
館
難
戦
緯
農
業
委
員
会
便
り
一
漿
空
に
続
け
る
野
脅
，
ご
き

贈
襲
獄
臨
礪
「
叢
相
談
」
其
の
一
・
考
響
寝
呼
麗
塀
上

総
鮪
費
難
製
「
農
地
を
墓
地
に
」
　
貯
留
に
陽
傘
か
ざ
し
て
稲

一
継
離
礁
撫
灘
脚
継
灘
ゆ
総
論
騨

競
鐸
る
こ
縫
う
灘
縮
灘
驚
め
い
虫
暴
酒
し
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
広
さ
は
九
十
九
坪
位
で
す
。
一
薬
は
霜
の
ま
ま
あ
り
て
今
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
答
）
田
地
を
墓
地
に
す
る
に
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
ぎ
の
二
つ
の
手
続
き
が
必
こ
れ
ま
で
に
伸
び
て
顧
る
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぶ
か
し
み
っ
つ
捨
て
が
た
し

　　

@　

@　

@　

@　

@　

ﾘ
鐸
艦
難
高
松
の
爾

会
　
計
　
別
　
L

一
　
般
　
会
　
訂

特
回
訓
近
心
齪
）

特
別
会
計
鞭
礎

　
合
　
　
　
　
　
計

プ1」二

　、ユエ王為
一’

！、二二
、　、

四一8二

六喜、　、
ノ、二望

三セ⊂⊃二三
、　

、

五六六ノ、
ニノ、

九
三
、
『
δ
四
、
四
六
五
一

δ
些
ぎ
」

≒
二
二
え

八
九
、
九
。
五
四
』

一
八
、
．
一
一
．
ゼ
六
六
」

　
　
・
　
一

一．

A
九
四
一
一
、
ゼ
九
四

二
九
、
九
一
一
、
一
〇
二

　
　
　
　
　
「

才
　
出会

計

別

予
算
現
額
　
　
支
出
日
額

一
　
　
般

特
別
会
計

特
別
会
計

　
　
合

　（（会
　施事
欝計
計定定
　）　）

「
　
　
　
　
　

湘
八
、
Q
讐
、
九
三
三

一四

A
一
三
二
、
一
六
〇

三
、
二
二
、
三
〇

三
四
・
藁
三
留
　

　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　

苅
三
、
八
〇
六
、
6
五

一三

A
知
ニ
ヨ
、
八
ゼ
〇

一一

A
九
一
六
、
ゼ
一
六

一一

ﾃ
、
六
四
六
、
六
九
一

一
設
事
業
、

…
育
設
備
、

…
表
分
校
の
産
業
教
育
設
備
、
農

…
業
構
造
経
営
調
査
、
白
浜
農
道

橋
梁
災
害
復
旧
工
事
、
固
定
資

産
評
価
実
地
調
査
、
道
路
及
び

橋
梁
維
持
修
繕
工
事
等
が
追
加

予
算
の
重
な
も
の
で
、
追
加
総

額
四
百
三
十
八
万
四
千
余
円
が

越
表
小
学
校
理
科
教
平
均
一
万
円
前
後
で
あ
る
。
第

坪
谷
中
学
校
及
び
越
・
二
の
厚
生
年
金
の
制
度
は
同
じ

く
三
〇
虚
位
勤
め
た
人
の
例
に

と
る
と
、
お
よ
そ
現
役
と
し
て

勤
め
て
い
た
当
時
の
三
割
程
度

の
三
、
五
〇
〇
円
乃
至
四
、
○

○
○
円
、
第
三
の
国
民
年
金
は

四
〇
僅
で
三
、
五
〇
〇
円
で
あ

る
か
ら
三
〇
年
に
す
る
と
も
つ

付
し
て
い
る
。
し
か
も
俸
給
か
内
容
豊
か
な
年
金
に
し
て
い
く

ら
天
引
き
で
滞
納
も
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
要
約
さ
れ
る
。

保
険
料
（
掛
金
）
の
免
除
も
な
　
　
こ
れ
が
た
め
財
政
方
式
の
幸

く
孜
々
と
し
て
積
立
て
い
る
。
｝
検
討
、
特
に
き
よ
出
年
金
保
険

　
な
る
ほ
ど
わ
が
国
の
公
務
員
皿
料
を
高
利
完
全
積
立
て
方
式
十

一交欝欝運勤
で
み
な
さ
ん
の
東
郷
村
か
ら
ご
許
可
な
く
墓
地
を
設
置
し
た
り

の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
一
掃
ま
九
は
こ
れ
ら
の
制
限
に
違
反

し
て
明
る
い
生
活
を
生
む
た
め
し
ま
す
と
罰
則
の
適
用
が
あ
り
早
植
の
水
稲
見
事
に
稔
り
お
り

の
こ
の
運
動
に
御
協
力
を
お
晦
ま
す
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。
一
今
年
は
作
付
減
り
た
り
と
聞
く

晦職

ﾚ
轟
轟
繍
講
椰
耀

る
国
民
年
金
制
度
は
西
ド
イ
ツ
の
公
務
員
年
金
な
み
に
す
る
こ

一い
、い

醗
　　読

　
な
お
e
の
手
統
き
に
つ
い
て

は
紬
元
農
業
委
員
会
に
口
の
場

＋
月
＋
百
か
ら
＋
月
二
土
合
は
墓
地
に
関
す
る
一
般
的
な

　
日
ま
で
　
十
日
間

二
、
こ
の
運
動
の
目
的

画
限
に
つ
い
て
地
元
保
健
所
か

｝
役
場
の
衛
生
係
に
そ
の
詳
細
を

　
　
　
　
　
　
若
林
　
博
信

台
風
の
予
報
は
つ
れ
し
暑
き
昼

ふ
た
た
び
市
場
は
お
ら
び
始
め

つ　
　
日
向
市
山
本
　
　
信

地
に
撒
く
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て

棟
上
げ
の
餅
は
つ
つ
み
て
子
ら

に
手
わ
た
す

　
　
北
郷
村
甲
斐
葉
末

厨
戸
を
あ
け
て
塩
鯖
焼
き
て
居

り
時
雨
に
く
る
る
峡
の
わ
び
し

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
都
農
町
　
黒
木
　
　
実

若
難
の
卵
よ
う
や
く
ふ
と
り
き

ぬ
め
が
ね
は
ず
し
手
に
と
り
て

み
る
　
　
北
方
村
甲
斐
静
雄

う
か
ら
等
の
似
顔
書
き
来
し
子

の
便
り
病
む
枕
辺
に
張
り
て
な

が
む
る

　
　
東
郷
村
　
塩
月
　
　
操

汽
車
の
窓
辺
に

　
　
東
郷
村
　
河
村
久
子

亡
き
父
の
便
り
も
交
る
状
差
し

に
辿
り
来
し
蜷
蜂
が
一
心
に
痛

く
　
　
　
　
（
以
下
二
面
へ
）

、
賦

，
副
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椎
茸
の
増
産
対
策
に
つ
い
て

殉
こ
の
文
は
去
る
八
月
十
七
日
に
中
央
公
民
館
で
「
東
郷
村
椎
茸
生
産
者
大
会
』
が
ひ
ら

　
か
れ
た
際
、
温
水
竹
則
氏
の
講
演
の
要
旨
で
あ
り
ま
す
。

椎
茸
は
東
郷
村
の
重
要
な
林
・
き
さ
は
ナ
ラ
、

野
副
産
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

こ
の
と
き
に
あ
た
り
意
義
あ
る

椎
茸
の
生
産
者
大
会
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

よ
ろ
こ
び
申
上
げ
ま
す
。

　
椎
茸
は
わ
が
国
の
特
産
で
、

農
山
村
の
副
業
と
し
て
奨
励
さ

れ
、
ま
た
輸
出
品
と
し
て
も
重

要
な
地
位
を
し
め
て
い
ま
す
。

こ
の
乾
椎
茸
が
最
近
輸
出
や
国

内
消
費
量
と
生
産
量
と
の
釣
合

い
が
と
れ
て
い
な
い
の
か
生
産

価
格
か
や
や
落
ち
て
（
市
場
価

格
は
そ
れ
ほ
ど
安
く
な
っ
て
い

な
い
）
椎
茸
生
産
の
将
来
が
心

配
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。
生
産
価
格
か
多
少
落
ち
て

も
生
産
者
の
所
得
が
へ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
本
日
の
大

　
　
　
　
　
　
ク
ス
ギ
で
は
末

口
六
～
七
セ
ン
チ
か
ら
一
四
セ

　
ン
≠
程
度
の
も
の
が
よ
い
。

　
径
級
別
の
一
本
当
り
の
発
生

量
は
六
～
七
セ
ン
チ
か
ら
一
四

セ
ン
チ
位
ま
で
は
大
差
が
な

く
、
だ
い
た
い
同
じ
位
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
単
位
材
積
当
り
で

は
本
数
の
多
い
小
径
木
の
方
が

有
利
で
あ
り
ま
す
。
晶
質
も
末

一
口
径
八
セ
ン
チ
と
一
六
セ
ノ
チ

「
位
で
は
大
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
心
材
の
大
き
い

大
連
木
は
大
き
い
割
合
い
に
収

穫
量
が
少
な
い
か
ら
使
わ
な
い

一
方
が
よ
い
。
た
だ
し
シ
テ
や
ソ

ー
イ
は
ナ
ラ
原
木
よ
り
や
や
大
き

い
も
の
が
よ
い
。

一
2
栽
培
管
理

会
議
題
に
も
掲
げ
て
あ
り
ま
す
一
ω
原
木
の
伐
採
時
期

よ
う
に
、
1
椎
茸
の
増
産
対
策
一
原
木
の
伐
採
は
樹
皮
の
む
け

2
椎
茸
生
産
組
合
の
結
成
3
椎
・
に
く
い
時
期
に
伐
倒
す
る
こ
と

茸
の
共
販
態
勢
の
強
化
な
ど
必
「
が
必
要
で
そ
の
時
期
は
宮
崎
地

や
湿
度
（
η
％
内
外
）
を
保
つ
一
来
兼
る
始
末
で
あ
る
。
今
後
は

よ
う
に
す
る
に
は
、
林
野
あ
る
和
牛
ぽ
か
り
で
な
く
酪
農
の
問

い
は
人
工
的
被
覆
す
な
わ
ち
笠
一
題
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
折
柄

一木

�
�
p
す
る
。
　
　
　
　
　
一
こ
れ
で
よ
い
の
か
熟
考
の
機
で

一
け
た
方
が
よ
い
。
寝
せ
込
み
場
…
た
技
術
も
見
当
ら
な
い
。
そ
れ

一
の
適
当
な
温
度
（
椎
茸
菌
糸
の
一
ど
こ
ろ
か
先
祖
代
々
牛
を
飼
い

禿
育
適
温
髪
．
c
～
7
。
c
亡
乍
ら
知
識
に
乏
し
く
削
蹄
も
出

木
は
原
木
内
に
菌
糸
を
蔓
延
さ
　
林
内
で
は
上
木
と
し
て
、
シ

難
難
磯
騨
面
隠
郷
徽
蛎
哺
瞬
蹴
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
場
所
を
誤
る
と
、
ど
ん
な
に
・
と
広
葉
樹
林
の
混
引
当
が
も
つ

種
菌
の
植
付
け
を
完
全
に
お
こ
「
と
も
よ
く
、
つ
ぎ
に
ヒ
ノ
キ
、

な
っ
て
も
菌
糸
の
蔓
延
が
お
そ
｛
ス
ギ
な
ど
の
幼
外
乱
林
が
よ
い

く
、
雑
菌
が
発
生
し
た
り
し
て
皿
　
林
内
立
木
の
粗
密
度
は
日
光

場
所
の
選
定
は
も
っ
と
も
大
事
　
木
と
い
っ
て
、
原
木
を
と
っ
た

な
こ
と
で
、
　
　
　
　
　
　
　
．

の
場
合
は
地
面
の
排
水
が
よ
く
一
駒
セ
ン
チ
の
厚
さ
に
か
ぶ
せ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

画
付
き
に
失
敗
し
ま
す
。
寝
せ

込
み
場
所
は
乾
き
す
ぎ
て
も
、

蟹
纏
暮
黒
姫
鞭
強

は
な
か
ろ
う
か
。
酪
農
に
も
乳

を
し
ぼ
る
酪
農
と
機
械
や
車
に

よ
る
楽
農
と
経
営
困
難
と
な
る

落
農
と
道
は
一
筋
で
は
な
い
よ

う
だ
。
多
角
経
営
も
油
断
を
す

が
木
の
間
を
通
じ
て
三
割
位
も
化
資
金
も
使
い
よ
う
で
は
先
祖

れ
る
程
度
で
、
風
と
お
し
の
よ
代
々
の
百
姓
を
禁
穿
下
に
す
る

い
と
こ
ろ
、
原
木
を
皆
伐
し
て
お
そ
れ
充
分
と
云
わ
ね
ば
な
ら

原
野
状
態
の
と
こ
ろ
で
は
、
笠
な
い
。
聖
農
松
田
喜
一
先
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
に
よ
れ
ば
「
田
畑
肥
せ
ば
作

流
産
症
で
離
婚
の
危
機

　
彼
女
は
五
年
前
に
当
時
ま
だ
一
き
落
さ
れ
た
よ
う
な
シ
ヨ
ソ
ク

十
九
才
の
若
さ
で
学
校
友
だ
ち
一
を
受
け
ま
し
た
。
彼
女
は
そ
の

の
ト
ソ
プ
を
切
っ
て
結
婚
し
た
｝
後
二
回
計
五
回
の
早
流
産
を
く

家
庭
の
収
入
が
少
い
の
で
当
分
「
り
返
し
た
が
幸
い
に
も
中
絶
し

臓
器
織
齢
思
慮
縢
痢
繍
琢
摺
場
飢

縫
鑛
灘
難
羅
難
題
耀
ほ
穫
蕨
叢
肋
鋸
醇
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ら
ど
う
し
ょ
う
”
と
主
人
に
び
ま
し
た
。
お
腹
の
中
で
赤
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
し
た
事
も
あ
り
ま
す
か
、
一
や
ん
の
胎
動
を
感
じ
る
と
う
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
は
そ
の
時
の
弔
さ
、
ク
一
し
さ
で
胸
が
一
杯
に
な
り
あ
う

は
テ
ン
テ
考
え
て
い
な
か
っ
た
｝
は
了
宝
に
恵
ま
れ
る
か
も
知
れ

ら
し
い
。
結
婚
す
れ
ば
妊
娠
す
な
い
と
云
う
期
待
を
も
つ
事
が

る
と
は
思
い
ま
し
た
が
生
活
か
一
出
来
た
。
六
ケ
月
に
な
っ
て
も

道路愛護入選作品

コ

、
、
ノ

」

．
7翫㌔

〆
り

’

た
い
せ
つ
な
道

”
　
　
《

つ
ぼ
や
小
一
一
．
年
　
か
　
い
ち
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
云
わ
れ
、
私
も
そ
の
気
に
な
一
に
は
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
｝
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
・

聴
雛
遊
藩
棚
棚
翻
蕪
雑
瞬
犠
剛
潮
懸
蕪
難
籍
剛
…

勢
熊
肘
ゼ
隷
難
灘
鵬
無
二
糊
蟻
響
難
難
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
は
、
社
会
科
の
一
　
道
を
歩
き
な
が
ら
、

ヨ
ク
ヨ
考
え
な
く
と
も
い
い
よ
人
毎
に
喜
び
を
マ
キ
散
ら
さ
ず
｝
時
間
に
、
道
ろ
の
た
い
せ
つ
な
で
も
紙
く
ず
や
ゴ
ミ
を
す
て
た

得
亀
・
醤
の
安
定
・
図
・
マ
・
り
・

そ
の
場
所
は
平
地
一
残
り
の
校
条
を
1
5
セ
ン
チ
か
ら
こ
ゆ
る
作
か
こ
ゆ
れ
ば
家
こ
ゆ
り
二
人
の
生
活
を
心
ゆ
く
迄
楽
友
逮
も
み
ん
な
祝
福
し
て
く
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
で
は
だ
い
た
い
＋
一
月
中
三

景
と
考
え
ま
す
。

現
叡
の
の
髭
講
都
響
か
ら
翌
春
二
月
上
旬
頃
ま
で
よ

に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

椎
茸
の
栽
培
技
術
に
よ
る
増
産

対
策
に
つ
い
て
2
～
3
の
こ
と

が
ら
を
申
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
椎
茸
栽
培
地
の
各
面

場
に
は
榴
木
が
害
菌
に
お
か
さ

れ
椎
茸
の
生
産
量
が
十
分
で
な

い
も
の
が
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
み
て
椎
茸
の

増
産
は
現
在
の
原
木
量
で
も
栽

培
管
理
、
椎
茸
晶
種
の
え
ら
び

方
に
よ
っ
て
相
当
の
増
産
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

一
、
原
木
の
え
ら
び
方

　
椎
茸
の
原
木
は
農
業
で
い
え

ば
土
地
に
相
当
し
、
こ
の
原
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
選
定
を
あ
や
ま
る
と
十
分
な
一
雑
菌
の
発
生
す
る
も
の
が
多
い

生
産
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。ω
原
木
、
樹
種
、
樹
令
、
お
よ

　
び
大
き
さ

　
樹
種
は
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、

ミ
ス
ナ
ラ
、

と
も
よ
く
、
シ
イ
、
カ
ソ
、
ク

リ
な
ど
に
も
発
生
し
ま
す
が
、

コ
ナ
ラ
に
く
ら
べ
て
発
生
量
が

少
な
く
、
品
質
も
劣
り
ま
す
。

樹
令
は
一
五
～
二
〇
年
生
位
の

鯨
幽
雅
蒸

寒
風
の
あ
た
る
場
所
繕
墾
に
は
適
当
に
乾
く
と
こ
ろ
選
れ
読
黒
木
食
は
畜
産
舞
の
間
に
局
妊
娠
し
て
可
。
回
流
産
・
て
し
ま
っ
た
の
で
究

砂
質
ま
た
は
砂
礫
質
、
傾
斜
地

で
は
南
面
、
ま
た
は
東
南
面
が

も
っ
と
も
よ
く
、
北
や
北
西
の

が
お
く
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

よ
い
楕
木
か
で
き
な
い
か
ら
さ
」

”
悲
願
一
千
日
”

い
が
最
適
期
は
十
一
～
十
二
月

　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
牛
馬
三
月
に
鱗
三
年
と
古
く

欄憶蜷
濫
�
f
襯
隅

切
り
を
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
｝
お
互
の
悪
い
処
で
あ
り
ま
す
・

　
玉
切
り
し
た
原
木
は
寝
せ
込
　
育
成
に
失
敗
又
は
二
才
ポ
ロ
と

み
後
芽
が
で
な
い
程
度
に
黒
い
㎝
な
り
仔
牛
の
一
頭
か
二
頭
で
廃

た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
種
菌
の
「
牛
と
な
る
事
は
先
下
り
の
農
業

備
鮒
賊
離
署
務
譲
瀬
溺
鮪
競
齢
栃
離
鑓

デ
、
シ
イ
、
カ
シ
な
ど
の
よ
う
一
角
成
算
が
居
り
ま
す
が
村
内
で

に
樹
皮
の
薄
い
も
の
な
ど
は
四
一
は
相
当
の
数
と
思
わ
れ
こ
れ
が

付
け
二
〇
日
位
前
に
伐
採
玉
切
．
成
功
の
良
否
は
村
経
済
に
大
き

り
を
お
こ
な
う
よ
う
に
し
ま
す
　
な
影
響
が
あ
る
事
は
言
を
ま
つ

玉
切
り
し
た
原
木
は
集
材
、
運
ま
い
牛
道
楽
者
だ
け
が
や
る
畜

搬
の
際
樹
皮
が
衝
撃
を
う
け
て
産
で
な
く
村
を
挙
げ
て
切
磋
琢

迫
野
内
　
前
　
田
　
米
　
作

一
り
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
ん

一

な
の
は
、
と
て
も
い
け
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

一一一

一
せ
ら
れ
な
い
と
思
妻
牛
は
千
く
ら
か
楽
に
な
っ
て
き
た
の
型
で
す
が
ち
つ
子
供
は
永
久
に
さ
㎜
も
道
が
な
い
と
上
フ
ッ
ク
な
墨

一
金
に
溜
れ
収
入
は
減
る
し
経
費

は
か
さ
む
。
こ
れ
を
支
え
る
財

源
の
確
保
こ
そ
先
決
で
あ
り
ま

す
。
苦
し
ま
ぎ
れ
の
時
間
の
せ

り
出
し
と
云
う
事
に
な
り
労
働
一
山
陰
牛
の
名
声
を
一
層
高
め
る
思
い
つ
と
め
て
体
を
や
す
め
る

噛
譜
驚
鍛
驚
躍
鷺
踊
鷲
斗
を
望
む
次
「
様
に
摂
生
に
気
を
聾
ま
し
た

星
夜
星
高
の
そ
の
風
寒
き
霜
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磨
の
必
要
が
あ
り
迫
野
内
畜
産
一
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
樹
皮
に
衝
撃
を
あ
た
え
な
一
振
興
会
の
発
足
も
此
に
発
火
点

い
よ
う
特
に
ト
ラ
ン
ク
や
オ
ー
「
が
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
然
し

日
相
場
と
云
っ
て
大
体
三
年
等

位
に
上
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
低
価
の
時
こ
そ
よ
い
チ
ャ

ン
ス
だ
。
育
成
中
の
諸
君
が
一

千
日
の
悲
願
を
見
事
達
成
せ
ら

れ
る
な
ら
ば
村
長
の
一
千
頭
否

二
千
頭
生
産
目
標
も
遠
き
夢
で

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
産

子
供
を
育
て
る
気
持
に
な
り
、

四
回
目
の
妊
娠
の
と
き
は
、
今
一

度
は
産
も
う
と
決
心
し
た
の
で

す
が
自
然
流
産
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
半
年
後
に
又
三
ケ
月
で

流
産
し
ま
し
た
。
農
村
の
主
婦

で
仕
事
に
追
わ
れ
重
労
働
が
原

因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

の
朝
も
夕
立
の
夏
の
夕
も
さ
し

て
気
に
な
る
も
の
で
は
な
い
堆

肥
が
増
産
せ
ら
れ
稔
り
の
収
入

と
な
り
又
仔
牛
の
代
金
が
入
る

の
を
楽
し
み
に
忍
耐
強
く
勇
気

と
希
望
を
も
つ
て
一
握
り
の
飼

料
も
有
効
に
与
え
一
歩
で
も
長

く
運
動
を
と
心
掛
け
た
ゆ
ま
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
す
る
と
現
在
で
さ
え
重
労
働
7

だ
と
云
わ
れ
る
農
作
業
か
ら
み
　

一
　
砺
写
真
説
明
“

驚
ヂ

　

一
⑤
栄
養
学
級
「
別
れ
の
料
理
」

・
酷
鍵
国
国
謬
罐
課
鋤
鐘
曝
露
縫
舘
蘇
越

「
糧
菌
の
植
付
け
は
玉
切
り
し
仔
牛
を
購
入
し
て
畜
晟
か
ら
種
経
済
向
上
の
土
台
造
り
だ
と
愚

一

｝
ず
か
ら
な
い
と
観
念
し
た
ら
し

く
、
そ
れ
以
来
急
に
夫
の
態
度

一
が
冷
め
た
く
な
り
、
口
に
は
出

さ
な
い
が
私
達
の
間
に
は
離
婚

　の

�
@
が
日
夕
と
つ
の
っ
て

一
い
る
有
様
で
す
。

…
こ
の
手
記
は
愚
か
と
云
う
に

は
余
り
に
も
哀
れ
な
結
末
で
す

シ
・
ア
な
ど
が
も
つ
一
た
ら
遅
く
と
も
一
ケ
月
半
以
内
付
譲
の
順
を
経
て
仔
牛
を
闘
え
ぱ
蔑
初
期
の
一
年
間
は
我

国
讐
酷
籔
郵
一
欝
籠
巖
艀
騨
襲
論
欄
繋
齢

離
講
翻
灘
　
　
纏
田
圃
　

そ
れ
な
の
に
又
流
産
し
て
し
ま
…

い
ま
し
た
。
三
回
目
の
流
産
の
｝

「
時
に
は
医
師
に
注
射
を
し
て
も
一

｝
ら
い
流
産
を
防
ご
う
と
し
た
の
｝

で
す
が
そ
れ
で
も
駄
目
で
し
た
一

そ
し
て
医
師
か
ら
羽
重
垂
流
童

症
と
診
断
さ
れ
私
は
地
獄
へ
つ

一

鋳
「
で
、
は
こ
ん
で
い
か
れ
な
い
の

｝
で
、
こ
ま
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
が

学
校
に
い
か
れ
る
の
も
道
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
し
ゅ

う
だ
ん
と
う
校
を
し
て
い
ま
す

が
、

一
面
よ
り
続
き

牧
水
祭
入
選
歌

（
越
智
渓
水
選
）

　
　
都
農
町
　
石
川
さ
と
の

τ
圭
は
透
明
の
青
を
放
ち
を
慣
つ
け
ら
れ
た
鼠
の
子
供
（
第

　
　
　
　
皿
◇
台
風
禍
も
な
く
、
五
風
十
雨

　
　
　
　
糞
詰
に
恵
ま
れ
て
、
田
圃
に
は

　
　
　
　
黄
金
の
波
が
た
だ
よ
っ
て
い
る

　
　
　
　
山
に
は
栗
が
笑
み
、
里
に
は
柿

　
　
　
　
が
す
ず
な
り
に
実
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
稔
り
の
秋
で
あ
り
、
味
覚
の
秋

　
　
　
　
．
で
も
あ
る
・

　
　
　
　
一
◇
天
は
ど
こ
ま
で
も
高
く
す
み

こ
　
　
　
気
は
清
く
不
快
指
数
も
零
に
近

　
　
　
　
い
、
燈
火
ま
さ
に
親
し
む
候
で

　
ど
こ
に
あ
り
読
書
の
秋
で
あ
る
。

　
　
　
　
◇
書
物
に
親
し
む
こ
と
は
老
若

　
　
　
　
男
女
を
問
わ
ず
、
職
業
を
問
わ

　
　
　
　
ず
人
生
に
と
っ
て
は
誠
に
大
事

　
　
　
　
な
こ
と
で
あ
る
の
に
案
外
読
書

お
わ
り

　
　
　
　
習
慣
を
つ
け
よ
う
と
努
力
す
る

　
　
　
　
人
は
少
い
。

　
　
　
　
◇
獲
る
心
理
学
者
の
条
件
反
射

　
　
　
　
の
実
験
報
告
書
に
よ
る
と
、
二

　
　
　
　
　

　
　
　
　
十
手
に
餌
を
与
え
る
時
ベ
ル
を

　
　
　
　
な
ら
す
こ
と
と
し
て
、
そ
の
習

　
　
　
　
　
慣
を
つ
け
る
の
に
初
め
の
鼠
は

　
　
　
　
二
九
九
向
か
か
っ
た
。
そ
の
習

た
の
暴
馨
藷
離
農
酌
嬬
㎝
繕
難
鵬

一
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
農
町
　
横
田
　
み
さ
　
　
も
あ
る
が
い
つ
れ
に
せ
よ
よ
い

斎
鎌
鱗
糠
瀧
禰
舞
鹸
鎌
聾

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珠
沙
着

り
孫
卜
え
り
行
き
た
る
残
暑
の
二
代
目
）
は
一
三
〇
回
で
習
慣

庭
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
づ
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
三
六
回
、
第
五
代
目
に

　
　
高
鍋
町
　
秋
月
　
種
卸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
と
僅
か
六
回
で
習
慣
づ
け

め
ぐ
り
来
し
牧
水
祭
に
あ
わ
れ
｛
ら
れ
た
そ
う
だ
。
素
質
め
遺
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
え
む
蔓
珠
沙
華
の
朱
燃
え
た
一
は
ま
こ
と
に
恐
ろ
し
い
も
の
だ

っ
こ
ろ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
習
慣
の
中
に
は
晩
酌
や
喫
煙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

『
卸

9

ト

へ
ρ
へ

シ
7

　
　
　
、

ア
　
　
，
　
　
　
　
　
　
↑

し

「

【

、

＼

ゆ与酵＿一L一～＿’鱈胞獅穆飯雰鶴弓鱗蜘嶺匹㍉
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赴
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